令和6年度中山間地域等直接支払事業報告書

＜協定集落名：　○○集落協定　　　　　　　＞

【農業生産活動等として取り組むべき事項】
農用地に関する事項
	選択項目
	①耕作放棄されそうな農用地については、集落内外の担い手農家や第３セクター等による利用権の設定等や農作業の委託を行う。

	取組内容
	〇〇-1、○○-2を地区内の認定農業者○○氏へ利用権の設定を行っている。



	選択項目
	③既荒廃農地を協定農用地に含めない場合には、協定農用地に悪影響を与えないよう草刈り、防虫対策等の保全管理を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	取組内容
	関係農家で、年〇回草刈りを行った。



	選択項目
	⑤協定農用地への柵、ネット等の設置等により鳥獣害防止対策を行う。

	取組内容
	○月、○月にワイヤーメッシュや電気柵の点検を行った。
新たに○○地区にワイヤーメッシュを設置した。




水路・農道等の管理
	区分
	年月日
	参加人数
	取組内容

	水路
	〇/○
〇/○
〇/○
	〇人
〇人
〇人
	草刈り
泥上げ
草刈り

	農道
	〇/○
〇/○
〇/○
	〇人
〇人
〇人
	草刈り
草刈り
草刈り


【多面的機能を増進する活動】
	選択項目
	①農地と一体となった周辺林地の下草刈り等を行う。


	取組内容
	〇月と〇月に〇-○番地周辺の下草刈りを行った。




	選択項目
	③景観作物を作付ける。


	取組内容
	〇/○に〇人が参加し、コスモスを植えた。
写真参照。



	選択項目
	⑨堆きゅう肥の施肥、拮抗植物の利用、アイガモ・鯉の利用、輪作の徹底、緑肥作物の作付等を行う。

	取組内容
	堆肥を○○地区でまいた。



【集落戦略について（体制整備単価に取り組む協定のみ記入）】
	話し合いの日時
	人数
	話し合いの内容

	〇/○
	〇〇人
	・今後、農作業の受け手がいなくなる農地について、農事組合法人○○で集積する方向で話がまとまった。

・草刈りの省力化を図るため、第五期対策中に自走式草刈り機の導入を検討する。


話し合いの結果、集落戦略の変更
（　　有　　・　　無　　）
【中核的なリーダーの活動内容】※中核的なリーダーを指定した協定のみ記入
　・一斉草刈りの日程調整

　・多面的機能を増進する活動の計画・企画立案
記入例








